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◆　村長・村議会議長　年頭のご挨拶 　 Ｐ ２〜３

◆　行政区長会議が開催　　　　 　　　　　　Ｐ 4

◆ 子育て世帯臨時特別給付金について　　　 Ｐ 5

◆ 村のわだい 　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　Ｐ  6 〜 7

◆ 村からのお知らせ　　　　　　　　　　  　 Ｐ  8 〜  9

今年の新年号の表紙は、認定
子ども園上更別幼稚園に協力い
ただき、年長そら組さんからのか
わいい「ごあいさつ」。寅年の今
年は、新型コロナウイルス感染症
を乗り越え、活動的な実りある年
になることを願っています。



更別村長

西　山　　　猛
更別村議会議長

髙　木　修　一

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
、
夢
多
き
初
春

を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界

的
な
蔓
延
が
続
き
、
私
た
ち
の
生
活
に

様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す
一
年
と
な
り
ま

し
た
。
と
り
わ
け
第
５
波
で
は
、
最
大

21
都
道
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発

出
、
入
院
患
者
数
が
全
国
で
一
時
20
万

人
を
超
え
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
10

月
下
旬
以
降
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
新

し
い
行
動
様
式
の
定
着
に
よ
り
、
国
内

の
新
規
感
染
者
数
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
諸
外
国
に
お
け
る
感
染

の
再
拡
大
に
加
え
、
新
た
な
「
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
」
の
出
現
に
よ
り
、
水
際
対
策

の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
本
村
に
お
き
ま
し
て
も

５
月
か
ら
開
始
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

も
と
よ
り
、
公
共
施
設
の
休
館
や
各
種

事
業
の
中
止
・
規
模
縮
小
な
ど
に
よ
り

感
染
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
経
済

的
打
撃
を
受
け
た
中
小
事
業
者
な
ど
を

中
心
と
す
る
支
援
策
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
後
も
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
基
本
的
な
感
染

対
策
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
３
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
速
や
か
な
実
施
な

ど
に
よ
り
、
こ
の
困
難
に
立
ち
向
か
わ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
12
月
１
日
に
発
生
し
た
低

気
圧
に
よ
る
暴
風
は
最
大
瞬
間
風
速

31
・５
ｍ
／
秒
を
記
録
。
停
電
や
倒
木
、

電
柱
の
倒
壊
、
農
業
施
設
の
損
壊
な
ど

多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被

害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
来
春
の
営
農
へ
の

影
響
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

昨
年
の
農
業
は
、
７
月
下
旬
以
降
の
高

温
少
雨
の
影
響
で
菜
豆
類
に
収
量
減
が

あ
る
も
の
の
、
小
麦
の
豊
作
な
ど
に
よ

り
総
じ
て
平
年
を
上
回
る
水
準
の
農
業

粗
生
産
額
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
農
業

者
・
関
係
機
関
の
皆
様
の
弛
ま
ぬ
ご
努

力
に
、
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

生
活
環
境
に
お
い
て
は
、
新
コ
ム

ニ
団
地
の
宅
地
分
譲
が
開
始
さ
れ
、
好

調
な
販
売
と
な
っ
て
い
ま
す
。
10
月
に

は
新
た
な
移
動
手
段
と
し
て
「
更
別
村

乗
合
タ
ク
シ
ー
」
の
運
行
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
年
齢
を
重
ね
て
も
元
気
に

活
躍
で
き
る
村
の
実
現
に
向
け
て
、
今

後
の
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

村
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
は
、

様
々
な
活
動
に
制
約
が
あ
り
大
変
な
思

い
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
夏
の
高

校
野
球
・
甲
子
園
大
会
に
出
場
し
、
村

ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
さ
れ
た
水
口
智
文

さ
ん
や
ス
ケ
ー
ト
の
山
角
蓮
さ
ん
を
は

じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
な
ど
各
方
面

で
躍
動
さ
れ
ま
し
た
。
支
え
て
こ
ら
れ

た
地
域
の
皆
さ
ん
に
希
望
と
感
動
を
与

え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
年
は
、
更
別
村
が
誕
生
し
て
75

年
と
い
う
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
議

会
に
お
い
て
も
、
困
難
の
多
か
っ
た
昨

年
を
乗
り
越
え
る
と
と
も
に
、
新
た
な

村
づ
く
り
の
動
き
に
的
確
に
対
応
し
、

議
員
一
人
ひ
と
り
が
一
層
の
資
質
の
向

上
に
努
め
、
村
民
の
皆
様
の
負
託
に
応

え
る
べ
く
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
村
議
会
に
さ
ら
な

る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新

し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
せ

で
実
り
多
く
、
大
い
な
る
飛
躍
の
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
し
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

に
中
央
要
請
を
実
施
、
農
水
省
へ
の
新

更
別
地
区
大
型
明
渠
排
水
事
業
採
択
を

は
じ
め
と
す
る
農
業
基
盤
整
備
事
業
の

促
進
、
内
閣
府
や
各
省
庁
、
道
内
選
出

国
会
議
員
へ
の
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
エ
リ

ア
採
択
へ
の
支
援
や
国
の
施
策
に
伴
う

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
事

業
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
に
よ
る

事
業
推
進
、
合
わ
せ
て
少
子
高
齢
化
の

中
で
山
積
す
る
本
村
の
課
題
の
解
決
や

予
算
要
望
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
村
長
と
し
て
二
期
目
の
総

ま
と
め
の
年
を
迎
え
ま
す
。
課
題
も
あ

り
ま
す
が
、
昨
年
10
月
１
日
の
更
別
村

人
口
が
前
年
同
日
時
点
を
１
名
上
回
る

３
１
６
７
人
と
な
り
、
ま
た
、
懸
案
事

項
で
あ
っ
た
農
村
地
区
の
光
回
線
が
本

年
３
月
に
工
事
終
了
、
４
月
よ
り
供
用

開
始
、
順
々
に
各
戸
へ
接
続
の
予
定
と

な
る
な
ど
喜
ば
し
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
一
年
は
、
公
約
の
実
現
は
無

論
の
こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
、
か
つ

て
な
い
厳
し
い
社
会
・
経
済
情
勢
で
は

あ
り
ま
す
が
、
第
６
期
総
合
計
画
や
第

２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
着
実
な
実
行
と
と
も
に
山
積
す

る
課
題
の
解
決
の
た
め
、
ス
ピ
ー
ド
感

と
危
機
感
、そ
し
て
使
命
感
を
持
っ
て
、

本
年
も
邁
進
す
る
決
意
で
す
。

結
び
に
、
村
民
の
皆
様
の
益
々
の
ご

多
幸
と
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
12
月
１
日
に
は
本
村
史
上
１

位
を
記
録
し
た
最
大
瞬
間
風
速
31
・
５

ｍ
の
暴
風
に
よ
り
、
倒
木
に
よ
る
交
通

障
害
、
建
物
の
破
損
、
電
柱
倒
壊
に
よ

る
24
時
間
以
上
に
わ
た
る
大
規
模
停
電

の
発
生
な
ど
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
直
後
に
は
、
相
次
い
で
国
会
議

員
・
道
議
会
議
員
が
現
地
に
入
り
、
村

内
の
被
害
箇
所
を
視
察
、
被
災
者
と
の

直
接
の
面
談
や
現
地
調
査
を
通
し
て
広

範
囲
に
わ
た
る
被
害
の
大
き
さ
と
深
刻

さ
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
近
隣
町
村
長
と
十
勝
総

合
振
興
局
、
帯
広
開
発
建
設
部
に
要
請

を
行
い
、
道
と
国
か
ら
の
早
急
な
災
害

復
旧
へ
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

今
後
も
災
害
復
旧
や
春
か
ら
の
円
滑
な

営
農
体
制
の
整
備
、
罹
災
証
明
の
申
請

や
固
定
資
産
税
の
減
免
申
請
手
続
等
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
具
体
策
を
講
じ

て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

は
、
取
り
組
み
を
は
じ
め
て
２
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
12
月
中
旬

に
は
２
回
目
の
接
種
を
終
え
た
村
民
が　
　

90
・
94
％
に
達
し
て
お
り
ま
す
が
、
新

し
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出
現
に
よ
り
再

び
世
界
的
な
感
染
の
広
が
り
を
見
せ
て

い
る
中
、
本
村
に
お
い
て
も
第
６
波
に

備
え
た
感
染
拡
大
防
止
体
制
の
確
立
が

緊
急
に
必
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

11
月
に
は
村
議
会
髙
木
議
長
と
と
も

　

村
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
４
年
の

新
春
の
幕
開
け
を
ご
家
族
と
と
も
に
お

迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
、
村
政

の
運
営
・
執
行
に
あ
た
り
、
村
民
の
皆

様
に
は
、
多
大
な
ご
理
解
と
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
村
は
、
今
年
で
開
村
75
周
年
を
迎

え
ま
す
。
輝
か
し
い
歴
史
の
大
き
な
節

目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
日
の
肥
沃

な
大
地
と
豊
か
な
村
を
築
か
れ
た
先
人

の
皆
様
の
ご
労
苦
に
心
よ
り
敬
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
感
謝
の
念
に
絶
え
ま

せ
ん
。
年
頭
に
あ
た
り
、
さ
ら
な
る
飛

躍
と
素
晴
ら
し
い
未
来
に
向
か
っ
て
、

村
民
の
皆
様
と
手
を
携
え
な
が
ら
邁
進

す
る
決
意
で
す
。
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第
２
回

行
政
区
長
会
議
が
開
催

　

令
和
４
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、

「
診
療
施
設
改
修
事
業
」、「
改
善
セ
ン

タ
ー
ボ
イ
ラ
ー
改
修
」、「
子
育
て
応
援

施
策
推
進
事
業
経
費
」
な
ど
84
事
業
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の

主
な
事
業
予
定
に
つ
い
て

　
毎
年
１
月
に
開
催
し
て
い
る
行
政
区

懇
談
会
を
今
年
度
も
開
催
し
ま
す
。

　
１
月
中
旬
か
ら
下
旬
ま
で
の
間
で
開

催
を
希
望
す
る
農
村
地
区
の
行
政
区

は
、
12
月
30
日
ま
で
に
役
場
企
画
政
策

課(

☎
52
・
２
１
１
４)
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
行
政
区
懇
談
会
の
開

始
前
ま
た
は
終
了
後
に
１
時
間
程
度
、

国
保
診
療
所
医
師
の
出
前
講
座
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
行
政
区
懇
談
会
の
開
催

を
希
望
さ
れ
る
行
政
区
は
出
前
講
座
開

催
の
有
無
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
ご
報

告
く
だ
さ
い
。

※
１
月
21
日
（
金
）
は
、
行
事
の
た
め

　
開
催
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
ま
た
、
市
街
地
に
お
い
て
も
行
政
区

懇
談
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

　
す
。
日
時
な
ど
詳
し
く
は
防
災
行
政

　
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ

　
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

行
政
区
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

12
月
６
日
、今
年
度
第
２
回
目
の
行
政
区
長
会
議
が
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
の
主
な
事
業
な
ど
の
案
件
や
風
害
へ
の
対
応

に
つ
い
て
西
山
村
長
や
担
当
課
長
か
ら
説
明
を
行
い
、
出
席
者
か
ら
は
質
問
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
話
し
合
わ
れ
た
議
題
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

●支給額

児童１人あたり一律 10万円
●対象者

①更別村より令和３年９月分（令和３年 10月支給）の児童手当が支給された方
②令和３年９月 30日に住民票がある高校生（平成 18年 4月１日生まれまでの児童）の保護者
③新生児（令和３年 10月１日から令和４年３月 31日生まれの児童）の保護者

●申請について

　◇申請が「不要」な方

　　対象者のうち申請が不要な方へは、既に「プッシュ型」の文書通知をしています。12月下旬に児童手当の
　　登録口座へ給付金を支給しますので、ご確認ください。
　　※指定口座が解約などにより使用できない場合は支給されませんので、下記まで必ずご連絡をお願いします。
　◇申請が「必要」な方

　　・②、③の方のうち申請が必要な方へは、既に文書通知をしています。令和４年４月 15日（金）までに申請
　　　してください。
　　・③の方のうち、令和３年 12月１日から令和４年３月 31日生まれの新生児の保護者の方で、現在児童手
　　　当の対象となる児童がいない方（児童手当受給世帯となっていない方）は、出生届時に申請いただくこと
　　　となります。
　　※交付決定は、対象児童の保護者のうち所得の高い方での判断となります。令和２年の所得が所得制限限度
　　　額を超えている方へは支給されません。支給までには、所得などを審査後、約１か月程度かかります。申
　　　請者の口座へ給付金を支給しますので、ご確認ください。　 　

【転入された方は・・・】

基準日である令和３年９月30日時点での住所地市町村（特
別区含む）から支給されます。
　10月１日以降に本村へ転入された方については、転入前
の市町村へお問合せください。

●問い合せ
　　子育て応援課子育て応援係　☎ 53-3700

令和３年度子育て世帯臨時特別給付金のお知らせ

扶養親族などの数 所得制限限度額 （収入額の目安）

０人 ６２２万円 （８３３. ３万円）

１人 ６６０万円 （８７５. ６万円）

２人 ６９８万円 （９１７. ８万円）

３人 ７３６万円 （９６０. ０万円）

４人 ７７４万円 （１, ００２. １万円）

※以下、扶養人数が１人増すごとに所得制限限度額へ 38万円を加算

【所得制限限度額表】

対象児童の保護者のうち、
生計を維持する程度の高い方
の所得で判断されます。

新型コロナウイルス感染症により影響が長期化する中、子育て世帯を支援する取り組みとして「子育

て世帯臨時特別給付金」を支給します。なお、当初「先行給付金」として児童一人あたり５万円として

いた支給額を変更し、令和４年３月ごろに支給を予定していた給付分と合わせて現金 10万円を支給す

ることとなりましたので、お知らせします。

医
療
費
通
知

※この通知は、医療費控除の申告手続きで医療費の明細書として使用できます。医療費控除の申告に関することは、
　税務署にお問い合せください。

【イメージ図】

受診年月 診療を受けた医療機関等 診療区分 日数 医療費の総額 自己負担額 食事療養・生活療養費
回数 費用額 標準負担額

令和３年１月 ○○病院 医科外来 １ 18,000 1,800
令和３年2月 ◇◇薬局 調剤 １ 10,000 1,000
令和３年3月 △△病院 医科入院    ５ 202,000 20,200 15 11,490 5,400

合計 230,000 23,000 11,490 5,400

医
療
費
通
知
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

注
意
事
項

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、
被
保
険
者
の

み
な
さ
ん
の
医
療
費
総
額
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
医

療
費
通
知
を
、
対
象
期
間
に
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
し
た
全

て
の
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
へ
、
１
月
上
旬（
令
和
３
年
１

〜
９
月
分
）と
２
月
下
旬（
令
和
３
年
10
月
〜
12
月
分
）の
年

２
回
送
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
せ　

　
保
健
福
祉
課
国
保
介
護
係　
　
　
　
　
☎
53
・
３
０
０
０

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
１
１・２
９
０・５
６
０
１

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

お
知
ら
せ

◆
医
療
費
の
推
移
が
一
目
で
わ
か
る
た
め
、
ご
自
身
の
健
康

　
状
態
の
把
握
や
健
康
管
理
に
活
用
で
き
ま
す
。

◆
健
康
診
査
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
健
康
保
持
や
増
進
に
役
立

　
つ
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
診
療
日
数
な
ど
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
こ
の
通
知
は
み
な
さ
ん
の
受
診
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
も

　
の
で
あ
り
、
請
求
書
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
医
療
機
関
な
ど
の
請
求
の
遅
れ
や
請
求
内
容
を
審
査
中
の

　
も
の
な
ど
、
一
部
の
受
診
記
録
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
自
己
負
担
額
は
、
村
か
ら
医
療
費
の
助
成
を
受
け
て
い
る

　
な
ど
、
記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
と
実
際
に
窓
口
で
支
払
っ

　
た
金
額
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

各課・施設の電話／メールアドレス →　総　務　課　☎ 52 − 2111　　soumu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　企画政策課　☎ 52 − 2114　　kikaku@sarabetsu.jp
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11 月 15 日（月）から 26 日（金）に村と JICA 北海道
（帯広）の共催により青年研修ラオス農村振興コース
がオンラインで開催され、村関係機関とラオスの青年
団体役員など８名との交流が実施されました。18 日

（木）には更別農業高等学校とラオスをつなぎ、それ
ぞれの地域の特徴や食べ物の情報交換をし、生徒は自
己紹介や学校の取り組みを紹介しました。生徒からは、

「ラオスの気候や食べ物を知りラオスに興味を持ちま
した。行ってみたいです」と感想が述べられました。

11 月 15 日（月）から 19 日（金）までの５日間、教
育委員会主催の小学生お手伝い教室が開催され、５、６
年生３名が参加しました。以前開催していた『通学合宿』
が新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催できな
いことから、子どもたちの自立や協調性を養い家族の大
切さに気づいてもらうことを目的に、代替事業として実
施。放課後に農村環境改善センターで晩ごはんづくりを
しました。17 日のメニューはチャーハン。参加した児
童は、「美味しくできた！」と笑顔で話してくれました。

晩ごはん待っててね
小学生お手伝い教室開催

農村交流や青年交流の場に
遠隔研修でラオスと交流

VILLA
G

E
T

O
P

I
C
S

VIL
LA

G
E

T
O

P
I
C

S 村の

わだい

12
月
３
日
（
金
）、
ど
ん
ぐ
り

保
育
園
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
ク
リ

ス
マ
ス
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
園
児
と
先
生
の
み
で
実
施
。

ま
ず
、
年
長
園
児
の
人
形
劇
﹃
ま

ゆ
と
そ
ら
と
ぶ
く
も
﹄
か
ら
は

じ
ま
り
、
先
生
方
に
よ
る
紙
芝

居
や
手
品
、
楽
器
演
奏
が
披
露

さ
れ
、
最
後
に
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
届
き
、

園
児
た
ち
は
大
喜
び
し
ま
し
た
。

もういちど７歳の目で世界を・・
熱中サテライト校開催

地域福祉の尽力に感謝して
社会福祉表彰式を実施

老人保健福祉センターで社会福祉表彰式が開催されま
した。今年は、４年に一度の社会福祉大会の年でしたが、
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、規模を縮小
し、社会福祉表彰のみ実施されました。表彰式では社会
福祉協議会会長を長年務められた古山うめさん（本町）
のほか４名、２企業、２団体に表彰状が、１名に感謝状
が社会福祉協議会竹原敏和会長より贈呈されました。竹
原会長は、「地域福祉の向上に尽力していただいた皆様
に感謝申し上げます」と敬意を表しました。

11/19
乳製品を食べて応援しよう
JA青年部ヨーグルト寄贈

JA さらべつ青年部より村内の幼稚園、保育園、小中
学校にヨーグルトが寄贈され、給食センターでは荻原
教育長へ手渡されました。例年、村大収穫祭で牛乳消費
PR で牛乳試飲販売を実施していましたが今年も中止の
ため、昨年に続きヨーグルトを寄贈することに。今年は
JA 共済地域・農業活性化促進助成金を活用しています。
佐藤健太部長は、「たくさん乳製品を食べて心も体も大
きくなってほしい」と述べ、荻原教育長は、「子どもた
ちが喜びます。ありがとう」とお礼を述べました。

上手にできるかな
小学生親子料理教室開催

農村環境改善センターでは、子育て応援課と教育委員
会主催の小学生親子料理教室に５組が参加しました。こ
の日は、成長期に食べてもらいたい栄養満点メニューと
して、『豆腐入りハンバーグロコモコ丼』、『冬野菜の豆
乳スープ』、『サラダ』、『ゼリー』の４品を作りました。
子ども達は保護者が見守るなか、かぶや白菜、玉ねぎを
切ったり、目玉焼きやハンバーグを焼きました。参加し
た子どもは、「ハプニングもあったけど、楽しかった。
玉ねぎのみじん切りが難しかった」と話してくれました。

とかち熱中小学校の更別サテライト校が社会福祉セン
ターで開催され会場に約 50 名、オンラインでは約 15 名
が受講、小谷文子さん（協和区）と大田誠一さん（南更
別区）が日直を担当しました。西山村長は、「本村は熱中
小のはじまりの場所。このように開催され嬉しく思いま
す」とあいさつ。２時間目『音楽』では、元オフコース
のドラマー大間ジローさんの授業が行われ、『眠れぬ夜』
の歌詞をひもとく講義の後は、大間さんのドラムにあわ
せて受講者もパーカッション演奏し盛り上がりました。

11/27

11/15
 ～ 1911/28

各課・施設の電話／メールアドレス →　産　業　課　☎ 52 − 2115　　sangyou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　ふるさと館　☎ 52 − 2211　　furusato@sarabetsu.jp　　　　　　　　　

各課・施設の電話／メールアドレス →　住民生活課　☎ 52 − 2112　　jyuumin@sarabetsu.jp

          　　　　　　　　　　　　　  →　建設水道課　☎ 52 − 5200　　kensetu@sarabetsu.jp　　　　　　　　　　　　　　　　　

11/15
～ 2611/27
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☎

☎

8各課・施設の電話／メールアドレス　→　議会事務局　☎ 52 − 2117　　gikai@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　農業委員会　☎ 52 − 2116　　nougyou@sarabetsu.jp

9 各課・施設の電話／メールアドレス　→　保健福祉課　　　　　☎ 53 − 3000　　hoken@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　国民健康保険診療所　☎ 52 − 2301　　shinryousyo@sarabetsu.jp

３
段
階
で
育
児
・
介
護
休
業
法
が

改
正
さ
れ
ま
す
。

【
令
和
４
年
４
月
１
日
施
行
】

●
雇
用
環
境
整
備
、
個
別
周
知
・

　

意
向
確
認
の
措
置
の
義
務
化

　
◇
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い

　
　
雇
用
環
境
の
整
備

　
　
・
研
修
の
実
施

　
　
・
相
談
窓
口
の
設
置

　
　
・
事
例
の
収
集
、
提
供

　
　
・
育
休
制
度
や
取
得
促
進
に

　
　
　
関
す
る
方
針
の
周
知

　
◇
妊
娠
・
出
産
（
本
人
ま
た
は

　
　

配
偶
者
）
の
申
し
出
を
し
た

　
　

労
働
者
に
対
す
る
個
別
の
周

　
　
知
・
意
向
確
認
の
措
置

　
　

 

・
制
度
や
育
休
の
申
し
出
先
、

　
　
　
育
児
休
業
給
付
や
社
会
保

　
　
　
険
料
取
扱
の
周
知

　
　

 

・面
談
、
書
面
交
付
、
フ
ァ
ッ　

　
　

  

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る

　
　

  

意
向
確
認

●
有
期
雇
用
労
働
者
の
育
児
・
介

　
護
休
業
取
得
要
件
の
緩
和

　
◇
育
児
休
業
の
「
引
き
続
き
雇

　
　
用
さ
れ
た
期
間
が
１
年
以
上
」

　
　
を
撤
廃
し
、「
１
歳
６
か
月
ま

　
　

で
の
間
に
契
約
が
満
了
す
る

　
　

こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
」
の

　
　
み
へ
と
緩
和

　
※
育
児
休
業
給
付
に
つ
い
て
も

　
　
同
様
に
緩
和

　
な
お
、令
和
４
年
10
月
に
は
「
産

後
パ
パ
育
休
の
創
設
」、「
育
児
休

業
の
分
割
取
得
」
が
、
令
和
５
年

４
月
に
は
「
育
児
休
業
取
得
状
況

の
公
表
の
義
務
化
」
が
施
行
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
北
海
道
労

　　
村
が
令
和
３
〜
６
年
度
に
行
う

「
建
設
工
事
」、「
設
計
関
係
」、「
物

品
購
入
・
そ
の
他
委
託
業
務
」
の

入
札
や
見
積
も
り
合
わ
せ
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
登
録
す
る
た
め
の

「
資
格
審
査
申
請
」
は
、
４
年
に
一

度
の
一
括
申
請
の
あ
と
は
、
随
時

受
け
付
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
登

録
を
希
望
す
る
方
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
類
は
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
入
手
す
る
か
、
役
場
総

務
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
付
場
所
・
方
法

　

役
場
総
務
課
財
政
契
約
係
に
持

参
若
し
く
は
郵
送

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
で
き
る
限
り

郵
送
で
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
課
財
政
契
約
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
１

　
　

令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
、
男

女
と
も
仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き

る
よ
う
に
、
産
後
パ
パ
育
休
制
度

の
創
設
や
雇
用
環
境
整
備
、
個
別

周
知
・
意
向
確
認
の
義
務
化
な
ど
、

働
局
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

北
海
道
労
働
局

　
雇
用
環
境
・
均
等
部

　
☎
０
１
１・７
０
９・２
７
１
５

　　　

釧
路
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、

生
活
保
護
に
関
す
る
無
料
相
談
会

「
全
国
一
斉
生
活
保
護
相
談
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

１
月
30
日（
日
）

　
10
時
00
分
〜
16
時
00
分

　
☎
０
１
２
０・０
５
２・０
８
８

※
当
日
の
み
の
専
用
番
号
で
す
。

釧
路
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
27
・
３
１
１
３

　

１
１
０
番
は
、
事
件
事
故
な
ど

が
発
生
し
た
場
合
に
警
察
へ
緊
急

通
報
す
る
た
め
の
電
話
で
す
。
聴

覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、
音

声
に
よ
る
１
１
０
番
通
報
が
困
難

な
方
が
利
用
で
き
る
「
メ
ー
ル

１
１
０
番
」
や
「
１
１
０
番
ア
プ

リ
シ
ス
テ
ム
」
も
あ
り
ま
す
。

　

急
を
要
し
な
い
相
談
や
照
会
な

ど
の
場
合
は
、
各
種
警
察
相
談
電

話
「
♯
９
１
１
０
」、
性
犯
罪
被
害

相
談
電
話
「
♯
８
１
０
３
」、
ま
た

は
最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番
な
ど

　
住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　　

確
定
申
告
を
す
る
と
き
に
、
医

療
費
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
添
付

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
医
療
費
の
領
収
書
は
、

税
務
署
か
ら
提
示
ま
た
は
提
出
を

求
め
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
自
宅

で
５
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
医
療
保
険
者
な
ど
か
ら

交
付
を
受
け
た
医
療
費
通
知
を
添

付
す
る
と
、
明
細
の
記
入
を
省
略

で
き
ま
す
。

帯
広
税
務
署

　
　
　
　
　
　
☎
24
・
２
１
６
１

　

固
定
資
産
税
第
４
期
の
納
期
限

は
、
１
月
31
日（
月
）で
す
。

　

納
税
に
は
便
利
で
確
実
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住
民
生
活
課
税
務
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

て
昭
和
58
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

各
種
資
格
取
得
な
ど
に
も
対
応
し

た
教
科
が
あ
り
ま
す
の
で
、
令
和

４
年
４
月
か
ら
の
入
学
を
希
望
さ

れ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
出
願
期
間
（
必
着
）

　
・
第
１
回
募
集　

　
　
２
月
28
日
ま
で

　
・
第
２
回
募
集

　
　
３
月
１
日
〜
３
月
15
日

●
資
料
請
求
・
詳
細

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w

w
.ouj.ac.jp

●
受
講
の
ポ
イ
ン
ト

　
・
学
力
試
験
な
し

　
　
（
条
件
を
満
た
し
た
場
合
）

　
・
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
受
講
可

　
　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
必
要
）　　

　
・
１
科
目
か
ら
受
講
可

　
　
（
約
３
０
０
科
目
有
り
）

　
・
授
業
料
１
教
科

　
　
１
１
０
０
０
円

　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
込・入
学
料
別
）

放
送
大
学

　
北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー

　
札
幌
市
北
区
北
17
条
西
８
丁
目　

　
　
　
　
　
（
北
海
道
大
学
構
内
）

　
☎
０
１
１・７
３
６・６
３
１
８

　　

北
海
道
で
は
、
道
内
の
消
費
生

活
に
関
す
る
意
見
・
要
望
や
生
活
必

需
品
の
供
給
と
価
格
動
向
を
把
握

し
、
消
費
生
活
の
安
定
と
向
上
を

図
る
た
め
、
令
和
４
年
度
の
消
費

生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

●
加
入
対
象
者

　

日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方

に
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
保
険
料

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
と

任
意
加
入
被
保
険
者
の
１
か
月
あ

た
り
の
保
険
料
は
１
６
６
１
０
円

（
令
和
３
年
度
）で
す
。

●
加
入
手
続
き
と
そ
の
流
れ

　

日
本
年
金
機
構
よ
り
、
20
歳
に

な
っ
て
か
ら
約
２
週
間
以
内
に「
国

民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」や「
国

民
年
金
保
険
料
納
付
書
」
な
ど
が

送
ら
れ
ま
す
。
年
金
手
帳
は
別
途

送
付
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
手
帳
は
、

保
険
料
納
付
の
確
認
や
将
来
年
金

を
受
け
取
る
際
に
必
要
に
な
る
の

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い（
厚

生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
だ
っ
た

方
、
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
た

方
、
障
害
・
遺
族
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
に
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
）。

お
知
ら
せ
が
届
か
な
い
場
合
は
加

入
手
続
き
が
必
要
と
な
る
た
め
、

役
場
住
民
生
活
課
ま
た
は
帯
広
年

金
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

●
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

　

納
付
書
で
保
険
料
を
納
め
て
く

だ
さ
い
。
保
険
料
は
金
融
機
関
の

ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
の
納
付
や
電
子
納
付
も
で
き
ま

す
。
ま
た
、口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
も
可
能
で
す
。

帯
広
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
☎
25
・
８
１
１
３

す
。
申
込
み
さ
れ
る
方
は
、
産
業

課
商
工
労
働
観
光
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
モ
ニ
タ
ー
の
職
務

・
生
活
必
需
品
の
価
格
、
出
回
り

　
状
況
の
月
例
調
査

・
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
へ
の
調
査
や
、

　
必
要
に
応
じ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

●
モ
ニ
タ
ー
の
任
期

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

●
募
集
人
数

　
１
名

●
謝
礼

　
月
額
１
６
５
０
円

●
申
込
期
限

　
１
月
31
日（
月
）

産
業
課
商
工
労
働
観
光
係

　
（
ふ
る
さ
と
館
内
）

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
２
１
１

●
国
民
年
金
と
は

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
暮
ら
し

を
は
じ
め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

た
め
に
み
ん
な
で
暮
ら
し
を
支
え

合
う
と
い
う
考
え
で
つ
く
ら
れ
た

公
的
年
金
制
度
で
す
。
こ
の
制
度

に
は
、
老
齢
年
金
の
ほ
か
に
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
が
あ
り
ま

を
利
用
し
、
１
１
０
番
の
適
切
な

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

帯
広
警
察
署

　
　
　
　
　
　
☎
25
・
０
１
１
０

　　
手
紙
や
は
が
き
な
ど
の
信
書
は
、

原
則
と
し
て
日
本
郵
便
株
式
会
社

お
よ
び
信
書
郵
便
事
業
者
だ
け
が

取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
宅
配
便
や
メ
ー

ル
便
で
は
、
原
則
と
し
て
信
書
の

送
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https:

//w
w

w
.soum

u.go.jp/yusei/
index.htm

l

）
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。総

務
省
郵
政
行
政
部
郵
便
課

　
☎
０
１
１・７
３
６・６
３
１
８

　

文
部
科
学
省
で
は
、
国
民
の
誰

も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
自

由
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ
の
成

果
が
適
切
に
評
価
さ
れ
る
生
涯
学

習
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
放
送
大
学
は
、
場
所
や
時
間

を
選
ば
ず
大
学
教
育
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
開
か
れ
た
大
学
と
し

競
争
入
札
参
加
資
格
の
申

請
を
随
時
受
け
付
け
ま
す

生
活
保
護
に
関
す
る
電
話

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

１
１
０
番
は
適
切
に
！

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す

放
送
大
学
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

の
添
付
が
必
要
で
す

村
税
納
期
限
の
お
知
ら
せ

育
児
・
介
護
休
業
法
改
正

ポ
イ
ン
ト
の
ご
案
内

手
紙
を
守
る
た
め
の
ル
ー
ル

が
あ
り
ま
す
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人事異動のお知らせ
12 月 13 日付の人事異動をお知らせします。
※（　）内は異動前の部署
◆更別村人事
◇診療所総務係主任（総務課財政契約係主任）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　森場　容子

令和４年４月に村の小学校へ新たに入学される
児童 (平成27年４月２日から平成28年４月１
日生まれ)と、中学校へ新たに入学される生徒(平
成21年４月２日から平成22年４月１日生まれ)
のお子さんがいるご家庭に対し、１月下旬に入学
通知書を送付します。
　通知書が届かない場合や内容に誤りがある場合
は教育委員会までご連絡ください。

●問い合せ
　教育委員会事務局学校教育係　☎ 52-3171

令和４年度

新入学児童・生徒の

保護者のみなさんへ

各課・施設の電話／メールアドレス →　教育委員会　　☎ 52 − 3171　　kyoui@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　子育て応援課　☎ 53 − 3700　　kosodate@sarabetsu.jp

11 各課・施設の電話／メールアドレス → とかち広域消防事務組合更別消防署 ☎ 52 − 2201　　syoubou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　

10

児童文学・学習書ほか

え ほ ん新 着 図 書 案 内

更別村農村環境改善センター図書室だより 開館時間　９時 30分〜 18 時 00 分

休 館 日　火曜日および祝祭日 ( 日・月・土以外 )

住 所　更別村字更別南２線 96番地 11

　　　　　農村環境改善センター内

電 話　52− 3171本ごよみ本ごよみ

文学・一般書

今月の読みきかせ

1 月 15 日 ( 土 )　11 時 00 分〜 11 時 30 分

■『LEAVE ME ALONE!』

　 ( 英語で読みきかせをします )

■『つらら』

今月の展示

■一般書コーナー　　　　　

　『新成人におすすめの本』　　

■児童書コーナー

　『お正月のえほん』

　冬休み期間中に小・中学生を対象に冬休みブック

ウォークを開催します。挑戦をお待ちしています。

　なお、参加者が本の感想を書いた POP カードを１

月22日（土）から図書室前の掲示板に展示しますので、

この機会にぜひご覧ください。

『浮世絵動物園

江戸の動物大集合 !』

太田記念美術館／監修

浮世絵に描かれた動物に焦

点をあて、生き物の役割を

詳しく解説する１冊。

今月のおすすめ本

ず
か
ん
ヒ
ト
の
細
胞　
　

(

牛
木　

辰
男)

日
本
の
歴
史
生
活
図
鑑

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ブ
ッ
ク

(

山
田　

康
弘

　
　
　
　
　

他)

鳥
に
な
っ
た

恐
竜
の
図
鑑

(

真
鍋　

真

　
　
　
　

他)

こ
の
世
界
か
ら
サ
イ
が

い
な
く
な
っ
て
し
ま
う

(

味
田
村
太
郎)

コ
ル
ト
ン
君
と
マ
マ
の

親
子
で
楽
し
い
英
会
話

(

ア
リ
シ
ャ
・

オ
ズ
ボ
ー
ン)

生
老
病
死　
　
　

(

山
折　

哲
雄)

カ
ー
ド
師　
　
　

(

中
村　

文
則)

己
丑
の
大
火　
　

(

佐
伯　

泰
英)

沙
林　

偽
り
の
王
国　
　

(

帚
木　

蓬
生
）

と
り
あ
え
ず

本
音
を
申
せ
ば

(

小
林　

信
彦)

子
ど
も
と
食
べ
た
い

レ
ン
チ
ン
作
り
お
き

(

中
村　

美
穂)

子
ど
も
の
英
語
力
が
グ
ン
と

伸
び
る
最
強
の
学
習

(

安
河
内
哲
也)

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
ジ
ビ
エ(

押
田　

敏
雄)

数
学
を
す
る
っ
て

ど
う
い
う
こ
と
？

(

小
山　

信
也)

パ
パ
の
家
庭
進
出
が

ニ
ッ
ポ
ン
を
変
え
る
の
だ
！

(

前
田　

晃
平)

う
つ
ぬ
け
の

﹁
頑
張
ら
な
い
﹂
ご
は
ん

(

功
刀　
　

浩)

親
子
で
楽
し
む

柔
術
あ
そ
び

(

秋
川
か
ず
よ)

こ
う
し
て
生
ま
れ
た

日
本
の
歌

(

伊
藤　

千
尋)

ハ
ミ
ガ
キ
ク
エ
ス
ト(

山
岡
ひ
か
る)

は
み
が
き
し
よ
う
ね　

(

さ
く
ら
と
も
こ)

よ
う
か
い
む
ら
の

し
と
し
と
あ
め
ふ
り

(

た
か
い

よ
し
か
ず)

む
し
ば
あ
ち
ゃ
ん　
　
　

(

苅
田　

澄
子)

奄
美
の
道
で
生
き
も
の

み
ー
つ
け
た

(

松
橋　

利
光)

は
み
が
き
し
な
い
と

ど
う
な
る
の

(

ご
と
う
さ
ま
る)

お
は
な
み
バ
ス　

(

す
と
う
あ
さ
え)

ほ
っ
ほ
っ
ほ
た
る　

(

す
と
う
あ
さ
え)

ま
る
ご
と
き
ゅ
う
り　

(

八
田　

尚
子)

ふ
か
ふ
か

(

お
の
か
つ
こ)

校
内
実
績
発
表
大
会
を
終
え
て

　
　
　
　
３
年
Ｂ
組　
山
越　
夢
子

12
月
２
日(

木)

に
農
業
ク
ラ
ブ

校
内
実
績
発
表
大
会
が
行
わ
れ
、
そ

の
大
会
で
私
た
ち
加
工
分
会
Ｂ
が
最

優
秀
賞
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
成
績
が
発
表
さ
れ
た
と
き
に

は
、
驚
き
と
喜
び
で
胸
が
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
３
年
生
に
と
っ
て
最
後
の

実
績
発
表
大
会
。
遅
く
ま
で
学
校
に

残
っ
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
作
成
や

発
表
練
習
を
行
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

２
年
生
の
頃
と
は
違
い
、
私
た
ち
が

中
心
と
な
っ
て
全
校
生
徒
・
審
査
員

の
前
に
立
っ
て
発
表
を
行
う
こ
と

は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
責
任
と
失

敗
が
で
き
な
い
と
い
う
不
安
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
が
、
大
会
で
発
表
し
た

こ
と
は
貴
重
な
経
験
と
な
り
自
分
自

身
を
成
長
さ
せ
る
良
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先

生
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
加
工
分
会
Ｂ
は
、﹁
さ
ら

べ
つ
村
味
力
Ｕ
Ｐ
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
﹂

と
題
し
て
発
表
を
し
ま
し
た
。
発
表

内
容
は
、
地
元
企
業
や
更
別
村
と
連

携
し
、地
域
資
源
で
あ
る﹃
金
時
豆
﹄、

﹃
大
手
亡
豆
﹄
を
活
用
し
た
特
産
品

の
開
発
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
新
た
な
商
品
の

企
画
・
開
発
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
負
け
る
こ

と
な
く
開
発
し
た
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー

を
全
国
に
広
め
る
た
め
、
ア
レ
ン
ジ

レ
シ
ピ
や
新
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
を
考

え
る
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

他
の
分
会
も
ナ
タ
デ
コ
コ
菌
を
活

用
し
た
加
工
分
会
Ａ
、
村
の
花
ス
ズ

ラ
ン
を
研
究
し
た
生
物
活
用
分
会
、

コ
ー
ヒ
ー
か
す
を
牛
の
飼
料
に
活
用

し
た
畜
産
分
会
な
ど
す
ば
ら
し
い
発

表
ば
か
り
で
し
た
。

　

今
後
は
、
来
年
の
１
月
19
〜
20
日

に
別
海
高
校
で
行
わ
れ
る
東
北
海
道

実
績
発
表
大
会
に
向
け
、
悔
い
が
残

ら
な
い
よ
う
に
努
力
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

髙た

か

の野

柊し
ゅ
う
ご吾

く
ん

令
和
３
年
１
月
28
日
生

更
南
区

　よく食べよく寝てよく笑う、次男

の柊吾です。

　お兄ちゃんに鍛えられ、逞しく成

長中です。

　兄弟仲良く健康に育ってね！

　　　　　　　　　　　　篤人・愛

お知らせ
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認定こども園上更別幼稚園年長そら組の皆さん

総人口

3,175 人
（＋ 4人）

男性

1,559 人
（＋ 3人）

女性

1,616 人
（＋ 1人）

世帯数

1,357世帯
（±０世帯）

地域安全ニュース

■地域安全運動のお知らせ

　冬季の路面は、積雪量や走行する時間によっ

て刻々と変化します。冬道の安全運転５則を心

がけ、ゆとりを持って運転しましょう。

・スピードは、夏場より 10 キロ以上減速する。

・車間距離は、路面乾燥時の２倍以上とる。

・急加速、急ブレーキ、急ハンドルなどの急激な

  操作を避ける。

・視界不良時は、前方をよく見て早めに徐行する。

・無理な追い越しはしない。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
担
当
と

な
り
は
じ
め
て
の
新
年
号
を

無
事
に
発
行
で
き
、
ホ
ッ
と

し
て
い
ま
す
。こ
の
数
ヶ
月
、

取
材
や
記
事
の
相
談
な
ど
、

村
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
機
関

の
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
大

変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
村
の
情
報

を
わ
か
り
や
す
く
発
信
す
る

広
報
づ
く
り
を
心
が
け
て
い

き
ま
す
の
で
、
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 （
総
務
課
広
報
係　
川
上
）

　

東
栄
区
の
若
園
則
明
様
よ
り

50
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
寄
付
金
は
「
心
身
の
健
康
を

支
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

　
12
月
４
日
（
土
）、
認
定
こ
ど

も
園
上
更
別
幼
稚
園
で
は
、「
も

ち
つ
き
会
」
が
２
年
振
り
に
開
催

さ
れ
、
親
子
で
協
力
し
て
お
餅
つ

き
を
し
ま
し
た
。つ
い
た
お
餅
は
、

園
児
た
ち
が
一
つ
ひ
と
つ
丸
め
た

あ
と
、『
み
た
ら
し
味
』
と
『
き
な

こ
味
』
に
味
付
け
さ
れ
お
持
ち
帰

り
。園
児
た
ち
は
、「
楽
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。
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